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Rhodococcus 属細菌の コ ロ ニ
ー

形態変化 と細胞表面 特性 が

　　　　　 石 油粒子表面 へ の 吸着 に及 ぼす影響
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【目的 】産業上 重要 な菌株 を多く含む RhodOCOCCUS 　M 細菌は 、
コ ロ ニ ー形態変化の 激

しい 菌群 として 知 られ て お り、 この コ ロ ニ
ー

形態変化 の 大 きな要因 の
一

つ として 細胞

外 多糖（EPS ）の 生産 量の 変化 が 指摘 され て い る（1）。 実際 に こ れ らの 形態変化 は 、 応用

面に お い て 様 々 な現象 との 相関がみ られ る 。 例 えば 、
ム コ イ ド型菌で ある Rhodococcus

rhodochrous 　S−2 株の 生 産す る EPS は、微生 物 に溶媒耐性 を付与 し（2）、海洋石 油汚染

の 浄化 に有効で あ り（3）、 ま た、ミ コ ー
ル 酸含有細菌が 引き起こ す廃水処 理 場 で の 培養

障害（ス カ ミン グ）の 形成を阻害する（1）な どで あ る 。 した が っ て 、 RhodOCOCCUS 属細菌

を有効利 用す る上 で は、 コ ロ ニ
ー

形態 変化 を考慮す る必 要 が あ る 。

　 上述 した
一

見掛け離れ た 二 っ の 事象に 共通 して い る と考え られ るこ とは 、 EPS に よ

る細胞 の 吸着性 の 変化で あ り、
こ こ か ら EPS は 細胞 の 非特異的な吸着に影響を与 え る

こ とが予想 された （4）。本研究 で は、 EPS が非特異的 な吸着 に及 ぼす影響 を検討 した 。

　 【方法 と結果お よび 考察】 ま ず、各 nt　RhodOCOCCUS　ts細菌を用い て 、細胞の 凝集性

を検討 した とこ ろ、 ラフ 型株 は凝集性 が 高 く、ム コ イ ド型株 は 低か っ た こ とか ら 、
コ

ロ ニ ー形態 と凝集 との 間 に相関が確認 され た。続い て 、同
一菌株 由来 の コ ロ ニ ー形態

変異株 を用 い て 細胞 の 吸着性 を検討 した とこ ろ 、 ラ フ 型株の 吸着性が ム コ イ ド型株 よ

り高く 、
コ ロ ニ

ー形態 と吸着性 とに 相関が 見 られ た。両者 の 細胞 表面 の 疎水性 を検討

し た とこ ろ、 ラ フ 型株 は ム コ イ ド型 株に比 べ 疎水的で あ っ た 。 ま た 、 S−2 株か ら EPS

を抽出 し 、 ラフ 型株 に添加 して 吸着性 を検討 した とこ ろ 、細胞 の 吸着性が減少 した 。

同様 の 条件 で疎水性 を検討 した とこ ろ 、 ラ フ 型株の 疎水性 の 減少が 見 られた。

　以上 の こ とか ら、EPS が疎水性 を減 少 させ る hydrophilinで あ る こ とが 示 唆 され た。
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